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【講評】 

１  

問１は 3 次関数の最大・最小への応用問題。問題の状況設定は考えやすいもので、内容・計算とも基本。問２は

方程式の解の個数についての問題であるが、方程式を解くのではなくグラフを用いた考察によって答えを出す問題。 

２ 

定積分によって定義された関数をテーマとした出題。内容は標準、計算はやや大変。 

３ 

三角形の計量をテーマとした内容で図形は複雑なものではないが、15°の角が現れるので、こちらも計算問題と

してはやや重くなっている。 

４ 

複素数の極形式が現れるので最初は驚くかもしれないが、少し考察すると平易な確率の問題であることが分かる。 

 

全体の難易度は昨年と同様。問題内容は素直なものが中心で計算も標準的なものとなっている。試験のボリュー

ムも時間に対して適量。目標としては、数学が苦手で全体の足を引っ張らないためなら 6 割、標準的な受験生では

7 割をとりたい。数学が得意な受験生は高得点を狙える。 

 

 


